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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく使用して 
<ださい。 

この「取扱説明書」は、保証書と共に大切に保管しておいてください。 

•まちびつた使用をされますと、機能を充分に発揮しなかったり、故障や思わめ事故. 
危険を招くことびあります。 

■同個のアフターヴービス登録力ードは必ずご投函ください。 
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安全のために必ずお守りください 




I 端 M、 晕 

換気せずに使用しつづけないでください。 
酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸 
化炭素などび発生して中毒になるおそれ 
びあります。 、 

• 使用中は必ず]時間に]〜2回 （ 1〜2 
分）換気して、新鮮な空気を補給して 
ください。（窓の凍結、地下室など）換 
気び充分におこなえない場所では、使 
用しないで < ださい。 



「がみ-^刺 

スプレー吿や炭酸飲料などを、温風のあ 
たるところに放置しないでください。 
熱で吿の圧力び上びり、爆発し、危険で 
す。 


夕/ 


ん 



0 



Jr ガンリ—：/酵空 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。 

少量の混入でち、乂災の原因になります。 


A 危険 


•ここになんた事項は、 A 危険、 A 警告、么ま意に区分しています。 

A を瞄 1" 取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ^京 ■ 
^ 切迫して生じることび想定される場合。^ 

A ^ i ±. 取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷を負ラ可能性' 

胃 C ^び想定される場合。 

A け音取扱いを誤った場合、使用者び傷害を負う危険び想是去 n る~ 
ムー胃、場合および物的損害のみの発生び想定される場合。__ 

★ 「么注意」の欄に記載した事項でわ、状況によっては重大な結果に結び付く可能性 
びあります。いずれを安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守って 
<ださい。 

★説明文中の L お願い I 事項は、本機を誤りなく使用していただくためのミ主意事項び記載 
してありますので、お守り ください。_ ____ 

参イラスト（まんび）の横にある〇マークは際止」、©マークは R 至制」、マークは性 

意」、0マークは「分解修理•改造の禁止」、 ® マークは「接触禁止」を表しています。 


お使いになる前に 










安全のために必ずお守りください 


み温風吹出口をふさがない I 

を類、紙などで温風吹出□や空気取入口 
をふさびないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火 
災の原因になります。 


V ： 



0 


★寝ると京肖灭 


寝るとさや外出するとさは、必ず消乂し 
ていることを確認してください。 

予想しない事故び発生するおそれびあり 
ぶす 0 



〇 


[★巧類の乾燥厳禁 ] 

衣類などの乾燥には使用しないでくださ 
い。 

衣類び落下して乂びつさ、乂災の原因に 
なります。 



巧 T 燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性 
ガスび発生するもの（ガソリン、ベンジ 
ン、シンナ ー ）、スプレーを使用しない 
でください。 

乂災ゃ故障の原因になります。 


0 


_ A 江思 _ 


>カーテン、可癒物近接禁止 1 ★ SI 颗 


カーテンや燃えやすいちののそばなどで 
は、使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近くに置かないでく 
ださい。 

乂災び発生するおそれびあります。 


給油は、必ず消乂して本体温度び充分下 
びってから、乂の気のないところでおこ 
なってください。 

乂災のおそれびあります。 



0 



〇 








(フアンフイルター）（給気フィルター) 


「去移動-運搬ず 

ス I -- ブはひさずらないでください。床 
面、じゅうたんなどを傷つけたり、本体 
底面の塗装びはびれて、さびの原因にな 
るおそれびあります。 

ス I -ーブを移動される時は、必ず消乂を 
し、油タンクを抜いて傾けないように静 
かに移動してください。油び漏れたり、 
乂災になるおそれびあります。 

修理-引越しなどでス I -ーブを運搬され 
る時は、必ず油タンク、油 
受けざらの'灯油をおいてく ■墨 
ださい。好油びこぼれ床や WW 
車を巧すおそれびあります。 


★ほこりの除去 

給気フィルターやフアンフィルターは、 
週一回じ(上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどでフィルターびつまる 
と、異常燃焼のおそれびあります。 


公 


女温風に直接あた！ 5 ない I 

温風に直接長時間あたったり、ストーブの 
前に長時間い続けないでください。低温や 
けどや脱水症状になるおそれびあります。 
温風を直接吸い込まないでください。 
気分び悪くなることびあります。 



0 



給油ロロ金は確実に締めてください。 
給油□口金を下にして、油漏れびないこ 
とを確かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりすると、簡 
単に給油ロロ金び外れて、乂災のおそれ 
びあります。 
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• 油び漏れる状態で使用しないでくださ 
し乂災のおそれびあります。 


I 女異常時使用禁止 I 

におい、すすの発生、炎の色など異常を 
感じたとさは使用しないでください。 
運転スイッチを押して「切」にしてくだ 
さい。 

異常燃焼のおそれびあります。 



• 万ーストープから乂び出たり、床など 
に乂びついたとさは、あわてずに消火 
器で消乂してください。 


み居室巧給油 禁止 I 

給油は、必ず乂の気のないところでおこ 
なってください。 

火災のおそれびあります 。 /CN 


0 


A 江后、 


お使いになる前に 










を全のために必ずお守りください 


A ま意 


★高温部接触禁止 


燃焼中や消乂直後は、高温部、温風吹出 
□に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 




★分解修理-改造の禁止 


故障、破損したら、使用し 
ないで < ださい。 

ストーブは絶巧に改造して 
使用しないでください。 
不完全な修理や改造は危険 
です。 


★電源コードを傷めない 



電源コードに無理な力を加 
えたり、傷付けたり束ねた 
り、物を乗せたり加工しな V V 
いで < ださい。 

また、電源プラグを抜くとさは、コード 
を持って弓 I さ抜かないでください。 

電源コードび破損し、乂災や感電の原因 
になります。 


★電源プラグは確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに 
根元まで確実に差し込んで 
<ださい。 

I また、 傷んだプラグやゆ\ 
るんだコンセントは使用 
\しないでください。 / 

火災の原因になります。 


〇 


女 異物入れ禁 止] 

ルーバー（温風吹出口）やストーブ内部 
に紙•布-プラスチックなどの異物を入 
れないで < ださい。 

乂災や異常燃焼、故障の原因になります。 





★保管時にしていた:をミこ玄 


長期間使用しないとき、又 _ 

は保管するとさは、必ずの mm 
油を抜さ電源プラグをコン Wm 
セントか5抜いてください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しない 
で < ださい。 

抜さ取れなかった好油び漏れたり、乂災 
のおそれびあります。 


★長期間使用しないとをは電 
源 プラグを抜 く_ 

長期間使用しないとさは電 一 
源プラグをコンセントから 
抜いてください。 

乂災や予想しない事故の原 
因となります。 


★電源プラグのお手入れを 


とさどさは電源プラグを抜 
さ、ほこり（及び金属物）を 
除去してください。 

(ほこりや異物びたまると湿 
気などで絶縁不良になり）乂 
災の原因になります。 


〇 
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A 注后、 


が欠のお な場 所では 使わない 

乂災や予想でさない事故や故障の原因になります。 


0 


水平でない場所、不ち定な場所^ 0届室-飼育室など人のいない場所 


• 傾斜した場所や振動の激しいところで 
は、使用しないでください。 

対震自動消乂装置び誤作動ずることび 
あ0ます。 

•しつかりしたじよラぶな床面で使用し 
て < ださい。 

• 不安定な台上で使用しないでくださ 
し、転落するおそれびあり危険です。 


暖炉などス トー ブが囲われる場所 j 

>暖炉や押入れに入れての使用など、特 
殊な使い方はしないでください。 
乂災の原因になります。 

ほこりや湿気のをい場所 ） 

>空気を取り入れるフィルターび目づま 
り状態になり、異常過熱や異常燃焼を 
起こし、事故になる危険性びあります。 

可燃性ガスの発生する場所、ま^ 
たはたまる場所 _ _ J 

>爆発や乂災の原因になります。 


>予測でさない事故び発生するおそれび 
あります。 

風の当たる場所、部屋の出 天己^ 

>風のあたるところでは使用しないでく 
ださい。炎び出て危険です。掃除機の 
排気にちミ主意してください。 

>部屋の出入口など人の通るところ、人 
びぶつかったりつまずく場所で使用ず 
ると、転倒して事故や乂災び起さる危 
険性びあります。 



0不安定な物をのせた棚などの下） 

•落下物により乂災び起さるおそれびあ 
ります。 

f 直射日光のあたる場所、温度^ 

^ の局い 場戸斤 _ J 

• 異常燃焼の原因になります。 

•油タンクのな油びあふれ出ることびあ 
ります。 


するとき 


ストーブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざら内の打油を 
抜き取ってください。に7ぺージ参照） 

打油び入ったまま廃棄するとリサイクルの際思わめ事故になるおそれびあります。 


〇 


女腰をかけたり物を のせないで 

ストーブの上にのったり、コッ^^^\ 
プ、花びんなど水のこぼれやす （XJ 
い物を置かないでください。、ゾ 
変形•感電•乂災 • 故障の原因になります。 


★お子様やお年寄りの使用にを意 

特にお子様やお年寄り、体のご不自由な 
方びお使いになる場合は、やけど 
や、部屋の換気などについて、周 MM 
囲の人び充分にミ主意してください。ス^^ 


お使いになる前に 


已 









ま全のために必ずお守りください 


A ま忌、 



★次のよ うな場所では使わない 

乂災や予想でさない事故や故障の原因になります。 


0 


い里-美容院、クリーニング店など^ 〔高地 （ 13 

丽品を使 ぅ^^ • s ^ 

•理•美容院、メツキ、塗装工場、電子 
部品組立工場、繊維関係工場などでは 
使用しないでください。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生によ a 

り金属•鏡-ガラスなどを傷める原因 M 

となります。 ク 

•ス I ブ（石油フアンヒーター）で暖 • 8日日〜] 

房する部屋ではシリコーンを配合した ので販売 

枝毛用コート液やヘアート U — トメン し、 

卜（枝毛用）は点乂ミスや、途中消乂 
など故障の原因になりますので使用し 
ないで < ださい。 

r 可燃物（木壁、合板、ふすまなど）との距離を離す 


高地 （ ISOOmtU 上の場所)） 

>酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 


8日日〜] 3日日 m では調整び必要です 
ので販売店までお問い合わせくださ 
い。 


ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず] rrU ソ上 
あけて < ださい。 

上方の棚などからの落下物びないようにしてく 
ださい。 

特に、カーテンなどびス I -ーブにふれないよラ 
にしてください。 

家具等からは充分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発乂することびあります） 


〇 


15cmW 上 



15cmJi (上 


15cn かソ上 



効果的に使用ずるために 


温風の循環を妨げるちのびない場所に設置し 
て < ださい。 

外気に接する窓の下や壁面に設置すると効果 
的です。 








































各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点'灯」 • r 点滅」の意味 



温度-時計表示 

ストーブを操作したとさの 
状態を表示し、デジタル表 
示部の表示内容を示します 

1已、] 6、18、 ] 9ぺージ参照 


チャイルドランプ 

占ホ了 

チャイルド□ック作動中 
チャイルド□ック解除 


チャイルド□ックボタン 

設定•解除をする場合は、3砂 L ツ 
上押します。 

22ページ参照 


タイマーボタン 

タイマー運転をおこなうときに使い 
ます。 

]9、20ぺージ参照 


温度/時刻含わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いま 
す。 

•室温設定の場合 

設定温度をお好みの温度にする 
ことびでさます。 

あるいは©のボタンを巧 
して合わせて < ださい。 

• 時刻設定の場合 

あるいは©のボタンを押 
して合わせてください。 


1已、] 8、 ] 9ぺージ参照 










デジタル表示部 

■温度表71^ 

設定温度… 

日む〜28むまで設定温度を 
選択でをます。 

室内温度… 

0で〜 32° C まで表示します 
設定温度室内湿度 


温度 
時計 


四 S 四 


■現在時刻表示 

設定温度室内湿度 

温度 □ 

時計 ■ 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅し 
ます。 

タイマー運転終了時には、 
r I パ,-」を表示します。 

設定温度室内温度 
温度 口 _ ^ 

時計口〔'引框 G 


■給油に関する残り燃焼時間 

残り時間を表示します。 

※油切れ時は「----」 
を表示します。 

設定温度室内温度 


|〇| m 

_〇 り—, 


〇タイマー 〇換気参給油 

■3 時間燃焼終了時の表示 

「ス, SV 」 を表示します。 


温度 

時計 


設定温度室内温度 

回:阮 


■故障.異常により自動消乂 
したとをの表示（エラー表示） 

自己診断機能により、故障 
時にはと-，ソ〜 f - y を表示し 
ます。 

設定溫度室内温度 

湿度口 一 - ' 

時計 □ L 



消臭点乂-時間延長(給油延長）ボタン^ 

•燃焼中に押したときから、再度3時間 
の燃焼継続び可能になります。 

21ページ 
参照 

•タイマー運転から、通常運転に切り替 
えるときに押します。 

2日ぺージ 
参照 

•給油延長運転をするとさに押します。 

13ぺージ 
参照 

• 消臭点乂をするとさに押します。 

• 消臭点乂を解除するとさに押します。 

16ぺージ 
参照 

J 


お使いになる前一 


運転スイッチ ！覇スイッチ 








お使いになる前の準備_ 

_製品と同姻品を取り出します 


•包装箱から全ての栖包材を取り除き、製品に傷をつ 
けないよラに取り出してください。同時に取扱説明 
書ち取り出してください。 

♦詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」 
を参照してください。 

•包装箱や栖包材は保管するとさにご利用ください。 



な油について 


■燃料はな油 （ J に1号な油）を必ず使用してください。 



女ガソリン厳 禁 

ガソ U ンなど揮発性の高い油 
は、絶対に使用しないでくだ 
さい。少量の混入でも、火災 
の原因になります。 



廊' 画 


ガソリン, 


変質好油、ミちれた油、水の混じっているな 
油などは、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼の原因になります。 

助燃剤（添加物）は使用しないでください。 


■な油の保管のしかた 

•'灯油は必ず乂気、雨 
水、ごみ、高温およ 
び直接曰光を避けた 
場所に保管してくだ 
さし、 — 


义気危巧 




ポリ容器内の灯油びかないと温度変化によ 
り結露して水びたまることびあります。 

'な油の容器は専用のされいな容器を使用し 
てください。又ポリ容器は JIS 認定品で色 
つさのちのを使用してください。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない所でおこなってください。） 


〇 口油 



濡れたままです。 


良い保管 


X ガソリン 


すぐ乾いてしまいま 
す。 

悪い保管 


直接日光、雨水び当直接曰光、雨水の当 
たらず、乂気のないたるべランダなどで 
冷暗所へ保管 の保管 














^ 変質な油とは J 

古いな油。（ひと夏持 
ち越した灯油） ^か、な油は^ 

長期間、曰光の当たる 
場所や、温度の高い場 
所に保管した灯油。 ^ = ^ 

特に容器のふたび開け ) ： P 9 / 

てあつたり、乳白色の ^ ( 

容器で保管した灯油は -1 

咬芦 I やす I 

(必ずな油専用ポリタンクを使ってくだ 
さい） 


不純な油とは ) 


好油似がの油（ガソリ 
ン、シンナー、天ぷら 
油、機械油、重油など） 
びほんの少しでち混入 
した灯油。 


水やごみび混入し 
た灯油。 


な油むがの^ 
油、水、ごみを 
入れないで ノ 


® 変質な油や不純な油を使用す參万一変質な油や不純な油を使 
ると つたときの妈置のしかた 





変質灯油や不純灯油び原因でアフターヴービスを依頼されたときは、保証期間中でち有 
料となります。 


変質のひどいものは黄色はをおびたり、すっぱいにおいびします。 

変質を防ぐためな油は翌シーズンに持ち越さないようにしてくださし、。 


1油タンク、油受け、油受けざら内 
の悪い灯油を抜さ取り、良質の灯 
油で内部を2〜3回洗ってからご 
使用ください。 

に日、27ぺージ参照） 

2悪いな油を抜さ取ってち効果のな 
いとさは、販売店までお問い合わ 
せください。 


•変質灯油や不純灯油を使用します 
と、バーナーに多量の夕ールびた 
まり、点火しなくなったり、燃焼 
び悪くなったり、激しいにおいび 
したりします。 

•水の混入した灯油を使用します 
と、炎びルさくなり乂び消えてし 
まいます。又、油タンクに灯油び 
残っているのに、「給油ランプ」 
び「点の■」することびあります。 


変質な油-不純な油の見分けかた 


コップに水を入れ、次に灯油を入れ 
て背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透_明なら正少しでを色びついていたら 
常。 ^9使用しない。/^—フ 


0 


変質な油や不純'灯油の見 
分けかたはたいへん難し 
いので、 メーカー のはつ 
さりしない好油は使用し 
ないで < ださい。 


お使いになる一刖に 










[油重;計] 


打 < 
〇〇8 

0 0 0 0 

II 

、〇ノ 


満量の位置 


給油位置 


油漏れのないことを確認する。 

口金開閉具をとりはずし、給油口口 
金を下にして油漏れのないことを確 
認してから、ストーブに正しく静か 
にセットします。 



1 


1油タンクを取り出ず。 

2鷄由雕驚左 w へ 回し 


3給油する。 

市販の給油ポンプの先端を止まるま 
で軽く差し込んで、油量計を見なび 
ら給油してください。（ホースび抜 
けないよラにミ主意しなびら給油して 
<ださい。） 

• な油は油量計の上部（右図--給油 
位置）まで給油してください。 

入れ過ぎますと、あふれ出ること 
びありますので充分を意して給油 
してください。 

4給油□□金を締める。 

給油ロロ金をち「。」に回して、 
確実に締めてください。 

• こぼれた'灯油はよく H き取ってく 
ださい。 

口金開閉具 


給油ロロ金 


★給油ロロ金は、斜めに締めたり、 
締めつけび不完全ですと、油漏れ 
による火災の原因になります。ま 
た、違った給油□口金を取り付け 
ますと油びでな< なります。 







附属品の「口金開閉具」を使用 
しますと、丹油で手を)'ちさない 
で給油ロロ金の開閉びでさます。 


ミ主意 


給油は、必ず消乂して、本体温度び充分下びってから、乂の気の 
ないところでおこなって<ださい。 

火災のおそれびあります。 


お使いになる前の準備 

給油のしかた 




態で災り 
状い乂あ 
るな。び 
れしいれ 
漏用さそ〇 
び使だおす 
油で < のま 




〔LC-E30 の給油ロロ金〕 







給油の目安（給油延長運転) 


油タンクの灯油び空になってち、油受けざらの打油を燃焼させて、最大約60分の 
延長燃焼びでさます。 



1油タンクのな油が少なくなると、「給油ランプ」び「点な」し、ブザーが 
「ピツピツ」と連続して鳴り、デジタル表示部に残り燃焼時間（分）□:回を 
表のします。 

• 運転スイツチを押して消乂してから、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとにブヴーび「ピツピツ」と鳴ります。約] 0分後に、「給 
油ランプ」び「点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示びに]となり 
自動消乂します。 

2給油延長運転をずるとを 

油タンクの灯油び少なくなり r 給油ランプ」び「点灯」したら、 CF 「時間延長（給 
油延長)ボタン」を押しますと、給油延長運転をして最大約6日分の燃焼継続をします。 
r 給油ランプ」び r 点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示汾)び変わります。 

• 約6日分じ[内に、運転スイツチを押して消乂してから給油してください。 

★給油しませんと、約60分後に、「給油ランプ」び「点滅」し、「デジタル表示部」の 
残り燃焼時間表示び口;日となり自動消火します。 


• r 時間延長(給油延長）ボタン」を押すと、時間延長(燃焼）も同時にセットされます。 

(21 ぺージ I 消し忘れ消乂装置の使いかた I 参照） 

•給油延長運転中は、室温に関係なく最小燃焼（「微弱」または「ミニ」）運転をし 
ます。 


-お願い- 

★ストーブを持ち運ぶときは必ず消乂をし、本体温度び充分下がってか5、電源 
プラグをコンセントか5巧いて、油タンクを取り出してか5ス I ^ーブを傾けな 
し、よう静かに運んでください。な油びこぼれて火災になるおそれびありまず。 


ぶ 


お使いになる前に 







お使いになる前の準備 


点乂前の準備 


水平の確認をする。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、必ず5崔かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消乂装置び誤作動することびあり 
ます。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 

電源プラグを電気のコンセント（家庭用 AC 100 V ) 10日 V 
に確実に差し込む。 


「ピッ」と音びします。 

デジタル表示部に「バー」温度 
表示び「点巧」します。 時計 

(消臭ランプち「点な」します。） 

-お願い 


設定温度室内温度 

■ • 

〇 

• • • • 

〇 



★電源プラグを、絶対に、20日ボルトのコンセントに差し込まないでください。 
感電-乂災-故障の原因になります。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、電源プラグび過熱し、 
熱変形することびあります。このよラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修 
理を依頼してください。 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折っ 
たり、重い物をのせたり、加工しないでくだ 
さい。感電や火災の原因になります。 

★他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家 
庭の安全器（ブレーカー）の容量をこえないよ 
ラにしてください。 

★電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ 
張って抜かないでください。断線、発熱、発 
乂の原因になります。 

★熱に弱いジユータンや床の上で長時間使用すると、床面び変色したり、そり返 
ることびありますので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 



現在時刻を設定します。 

「時計」表示デジタル表示部 




現在時刻び午後 7 時 10 分の場含 

0 ©または©のボタンを一度押す。 

「ピッ」と音びして「時計」表示び「点滅」します。 

(2) デジタル表示を見なが50のボタンを巧して 
がに合わせる。 

( 3 ) デジタル表示を見なが! 5© のボタンを押して 
/間に合わせる。 


湿度 

時計 


設定湿度室内温度 


〇ご 

〇 

の 


〇 

OJ 


〇 •©のボタンは、一度押すごとに]時間または]分間ずつ進みます。押し続 
けますと連続的に進みます。 

時刻合わせをする場合は、 「時計」 表 TJX び r 点;威」 している間 （ 10秒間）に 
-©のどちらかのボタンを押して < ださい。 

時刻合わせびできなかった場合は、わう一度0または0のボタンを押してや 
り直してください。 


( 4 ) 「時計」表示が、 r 点滅」か5 r 点な」に変わり、設定び完了しまず。 


お願い 


★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点乂時刻び狂ったりする場合は、コ 
ンセントを一度抜いて、ちう一度差し込み直して、時刻を設定し直してくださ 
し、。それでも直らないとさはお買い求めの販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プ 

ラグを抜いて再通電した場合、デジタル表示は右図の温度 
ように表示され、 「時計」 表示び 「点な」 しますので、時計 
現在の時刻を設定してください。 


設定温度室内温度 


★省電力機能 


時計表示中に、已分間経過しますと、省電力機能び働いて、デジタル表示部び r 消抑し 
て、電力の消費をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運転スイッチ！;>(外のどれかのボタンを押すと表 
示します。運転スイッチを押すと点乂動作に入ります。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働きません。） 


お使いになる前に 


ぶ 






使いかた 

点火 T 通竜垂居) 



※最初の設定は、消臭点乂モードに設定してありますので、最初から 「消臭ランプ」 び 
「点な」 します。 

「消臭点乂」は、点火までの時間を約]已〇秒にして、予熱を充分におこない、点乂時の 
においをかなく する 点乂方法です。 

( T ) r 運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

• 「ピッ」と宣びして「運転ランプ」び「点滅」します。 

• 「温度」表び「点灯」し、デジタル表示部に設定温度と室内湿度を表示します。 

广 油タンクに口油びあるのに r 給油号"ンプ」 び 「点灯■」 又は 「点滅」 している場吾な^ 

I 油受けを取り出し、ごみや水を捨て、灯油で洗浄 して ください。に 6 ぺージ参照) 

@約1已〇秒後に自動的に点乂し、「運転ランプ」が r 点な」に変わりまず。 

•八イパワー運範 

運転中に室内温度び低下し（約]日で!^ソ下）、設定温度との差び約己で1^(上になると、 
数分間、通常の最大暖房出力を約]日％アップさせて自動運転しまず。 

み 消臭点ぶ解瞭ち法 -1 

• r 運乾スイッチ」 び 「切」 の時に 「消臭点乂ボタン」 を押すと、 r 消臭ランプ」 び r 消紅] 

して消臭点乂モードび解除され、点乂までの時間び短かくなります。（約90秒） 

室内温度び6でじ(下の場合は、点乂までの時間び約150秒のままです。 


-お願い- 

★初めて運転するとさ、また長期間使用しなかった場合は予熱中に白煙け了油の蒸 
気）び出たり、一度で点乂しない場合びあります。このよラな場合は、しばらく 
待ってからもラー度点乂操作をおこなってください。 

★点乂時にバーナー（燃焼部）内で、「ボツ」と言ラ音や「ゴーゴー」と言う音び 
します。これは点乂を確実にするためで異常ではありません。 

★点乂時には少しにおいびあります。 

★燃焼中「チツチツチツ」と言うよラな音びすることびありますび、電磁ポンプ 
の音です。異常ではありません。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点乂後3時間で自動消乂をしまず。 
燃焼を継続する場合は、消火する前に デ「時間延長ボタン」 を押してくださ 
し、。詳しくは 2] ぺージを参照してください。 





炎のが態 


★ストーブを使用ずるときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎の状態 
を必ず確認してください。 



(ここに表示したが態は r 強燃焼」のが態です) 


炎 

の 

図 


状 

態 


原 

因 


処 


正常 





、マ I 

な 


青炎燃焼で炎の先端に多 
か黄炎びはいる。 

炎の伸びや、燃焼音びル 
さし、。 


異常 


炎び黄色く燃焼音び大さ 
し、。 


燃焼用空気び多すざる。 


販売店にご相談くださ 
い。 



炎び高 < 伸び、炎全体び 
黄色。 

「ピ ー 」と言うような異 
常音びする。 


燃焼用空気不足。 

燃焼 IJ ングの取り付け不 
良。 

クロスマツトの浮さ上り。 


給気フィルターを掃除す 
る。 

販売店にご相談ください。 

















使いかた 

室ミ届の調節（運転串にしかち丢ません) 


「温度」表示 デジタル表示部 



0 0または©ボタンを1度押す。 

• 「ピッ」と音びして「温尉表示び、「点滅」します。 


(D 温度を上げるとき。 

•デジタル表示を見なびら©のボタンを押す。 

(3) 湿度を下げるとさ。 

• デジタル表示を見なびら〇のボタンを押す。 


•温度設定をする場合は r 温剧 表示び r 点ミ威」 している間（約 10 秒間）に©-© 
ボタンのどちらかを押してください。設定できなかった場合はもう一度押して、 
やり直してください。 . 

•設定温度は6で〜2が C 、 室温表示はび C 〜32むまで表示します。. 

•設定温度にコント□-ルずるために自動的に（最大） r 強」•伸」 • r 弱」 • 「微弱」 • 
(最小） r ミニ」運転をくり返します。 

•一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、 「消 
乂」 後再運転ずる場合、同一設定温度になります。 

-お願い- 

★室温び約] 8 でが F のときは 「微弱」 または に 二 」 燃焼しないことびあります。 

★温度調節は対流用フアンの空気取入口近くの温度を感知しておこないますので、 
ストーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち、デジタル表示部の室内温度 
表示と、室温とは一致しません。 





夕づ^スー運車ちのし方^た （タイマーを使用して暖房を始めたいとき） 


★タイマー運転をする場合は、 ] 己ぺージ13現 在時刻を設定 しまず 1 に従って、 
時刻合わせをしてからでないとタイマー運転でさません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に 「 fr む-」び表示され 
ます。 

一‘ __ デジタル表示部 

ゾバつ/一 - 運輯 スイッチ 



■タイマー点火時刻は、己分おきにしか設定でをません。 

このストーブのタイマー運転は、ファジーコント□ールで、お部屋の大ささとそ 
の時の室温により自動的に点乂時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を暖かく 
しておさます。 

通常、タイマー運転設定時刻の 0 分か 52 己分前に運転を開始します。 


CH 午前6時30分に設定したいとき 

(T) 「タイマーボタン」を押ず。 

•このときデジタル表示部の表示び「バー」表示に変わり、 
「タイマーランプ」び「点滅」します。 

@デジタル表示を見なが50のボタンを押して5に合わせる。 

@デジタル表示を見なび 5© のボタンを押して5'£?に合わせる。 


温度 

時計 


設定温度室内温度 


〇 .©のボタンは、一度押すごとに]時間または己分ずつ進みます。押し続け 
ますと連続的に進みます。 

時刻合わせをする場合は、デジタル表示部のタイマー時刻び 「点 ミ威」している 
間（約]日秒間）に©. ©のどちらかのボタンを押してください。 

設定でさなかった場合は、もう一度 「タイマーボタン」 を押してやり直してく 
ださい。 


( 4 ) デジタル表示部のタイマー時刻び「点滅」している間に、「運転スイッチ」を押して 
「入」にずる。 

•約]0秒ほど経過すると、「タイマーランプ」び「点灯」し、デジタル表示は現 
在の時刻を表示してセットび完了します。 ^ 


使いかた 








使いかた 


★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、「タイマ 
—ボタン」を押してデジタル表示部のタイマー時刻の「点;减」中（約]日秒間) 
に、「運乾スイツチ」を「入」にするだけで同一時刻で設定び完了します。 

★ r 運起スイツチ」を押して、 r 運転ランプ」び「点滅」しているときに、「タイマ 
—ボタン」を押すと、「タイマーランプ」び「点な」しセットび完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前にタイマー運転の解除あるいは 
通常運転をおこないたい場合。 

1「運転スイッチ」を押して「切」にする。一[タイマー運転の解除] 

2 r 運転スイツチ」を再度押して「入」にする。一[通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 


★タイマー運転をした場合、点乂後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラン 
プ」び r 点打」し、デジタル表示部の「/;-/,-」表示び r 点な」します。連続運 
転するときは、タイマー運転の点乂時より]時間じ(内に「時間延長ボタン」を 
押してください。 

•残りの燃焼時間び、 ] 日分になると「デジタル表示部」に数字で广1;回 弓../ 
と表 TJX し、2分毎にブヴー（「ピー」音）でお知らせしま皆。 

•これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険とな 
るためで、手を触れない場合は、自動的に消火します。 


★通常運転中に「タイマーボタン」を押すと、「消乂」して「タイマー運転」の待 

機状態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂します。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

★タイマー運転時刻の確認は、タイマー待機中または消乂時に「タイマーボタン」 
を押すと、 ] 日秒間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺らして対震自動消火 
装置び作動したとさ、電源プラグを抜いたとさは点乂しません。 

この場合は、再度]已ぺージ [3 現 在時刻を設 是を読んで、時刻合わせ 
からおこなって < ださい。 


公 













0 「運範スイッチ」を押して「切」にする。 

•このとさデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「消臭ランプ」び「点滅」して、 
消臭機能の作動中を表示します。 

•消乂後、約9日秒間は対流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

/-お願い-> 

★消乂操作をしたときは「運転ランプ」の「消な J とバーナー内の火び消えるこ 
とを確認してください。 

★消乂時にはバーナー（燃焼部）内で r ボッ」と言う音や「ゴーゴー」と言う音び 
します。これは消乂を確実にするためで異常ではありません。 

★消火後、対流用ファンび止まるまで、電源プラグをコンセントから抜かないで 
ください。音び出たり、炎び出ることがあります。 

★緊急のとさを除いて、消乂は必ず「運転スイッチ」を使用してください。 

長期間留守にするとさは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 


_消义 後再点义ずるとをのミ主意 _ 

★消乂後ずぐに再点乂すると、異常音が出ることがありますので、しばらく（約 
10分）待ってか5再点乂してください。 

★ストーブび暖かいラちに再点乂操作をした時の予熱時間は、約4□秒です。 

_ ' M し息れ消 义 装置の使いかた 

★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点乂し 

てか53時間燃焼が継続ずると、「デジタル表示部」? 5 ° 

にが广 を表示して、自動的に消义します。 S s+n 

•残りの燃焼時間び、 ] 日分になると「デジタル表示部」 

に数字で □; 回 弓..！ と表示します。 湿度 □ 

♦この間、 2 分毎にブヴー（「ピッ」音）でお知らせします。時計 □ 

〇消乂する前に「時間延長ボタン」を押す。 

• その時点から再度3時間の燃焼継続び可能になります。 

•自動消乂した場合は、「運乾スイッチ」を押し直してください。 


設定温度室内温度 



設定温度室内温度 

f 'I ||| ■■■■—■、 

〇 いつ 

〇 tu 


使いかた 








使いかた 


換気ミち意表示の見方 


★閉め切った部屋などで長時間運転をすると r 換気ランプ」 
び「点滅」しブヴ ー（ r ピッ」音）び己秒間鳴って運転を停 

止し、「デジタル表示部」に「バー」表示び「点滅」しま 

す。 

「換気ランプ」にたよらず、 ] 時間に]〜2回は必ず部屋 
の換気をしてください。 


設定漏度室内湿度 

湿度 ■ 

時計 □ 


〇タイマー參換気 



チャイルド□ックの使いかた 


チヤイルド□ツクは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを押 
してを点乂しないようにしたいときに使用します。 


チャイルドロックボタン 


チャイルドランプ 


運輯スイッチ 



チャイルド□ックの機能 


1 運転中にチャイルド□ックを「セット」したとを 
• 「運転スイッチ」で「消乂」のみびできます。 

• 設定温度の変更など他の操作はでさません。 

2 消乂中にチャイルド□ックを「セット」したとき 

• すべての操作びでさません。 


チャイルド□ックの使用は、こ尹「チャイルド□ックボタン」を3秒じ(上押すこ 
とで、「セット」又は「解除」びでさます。 

「セット」 •••[■ チャイルドランプ」♦び「点灯」。 

「解除」…… r チャイルドランプ」"〇 〇び 「消な」。 









安全装置 

★安全装置び作動するのは何らかの異常びあるとさですから、下記の処置をして 
を正常にならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

★再点火操作とは一度「運転スイッチ」を「切」にしてから再び押し直して「入」 
にすることをいいます。 


安全装置名 

はたらさ 

処 置 

巧震自動 
消乂装置 

•運転中にストーブ本体び強い地震や衝撃を受 
けたとさ、火災などの危険を防ぐために自動 
的に運転を停止します。 

• 地震によって作動した場合 
は、周囲の可燃物、機器の 
損傷、油のあふれなど異常 
びないことを確認した後、 
再点火してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常により 
バーナー部への空気の供給び不足したとさ不 
完全燃焼による危険を防止するをのであり、 
自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、給気フイ 
ルターの掃除をし、部屋の 
換気をしてから再点义して 
ください。 

に己ページ参照） 


この装置は、あくまでもす完全燃焼による危険を防止するた 
めのものであり、使用中は必ず1時間に！〜2回換気して、 
新鮮な空気を捕給してください。 







点乂ま全 
装 置 

•点乂ヒーターの赤熱不足や、バーナーヴー ミ 
スタの不良による点火不良。 

•点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点乂しないとさに、運転を停 
止します。 

•点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはパ' 
ーナー底のク□スマツトに 
な油びしみこんでいます。 
完全に乾燥させてから、ご 

(販売店にご相談ください） 

停電安全 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。再び通電されてわ運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一 運転は解除されます。 

•再点乂操作をします。 

•現在時刻の設定とタイマー 
運転時刻の設定をやり直し 
ます。 

(1 己、] 8、 ] 9ぺージ参照） 

燃焼制御 
装 置 

•燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させるを全装置です。 

•再点乂操作をします。 

過熱防止 
装 置 

•対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でス1 — ブび異常過熱したとさ、乂災 
などの危険を防ぐために燃焼を停止します。 

♦フアンフイルターのほこり 
を取り除いてから、再点义 
操作をします。 

に己ページ参照） 

消しちれ 
消乂装置 

L 

•消し忘れによる危険を防止するために、点乂 
してから3時間、燃焼び継続すると自動的に燃 
焼を停止します。 

•消乂する前に「時間延長ボ 
タン」を押す。 

•消乂した場合は、再点义操 
作をします。 

(21 ぺージ参照） 



点検-手入れ 


定期点検のおず すめに シー ズンに 1 回程鼠 


長期間ご使用になりまずと、機器の点検び必要です。機器の寿命をより長く、より良 
い燃焼で快適にを全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了 
後などに、お買い上げ店、又は修理資格者〔（財）曰本石油燃焼機器保守協会 
( TEL 03-3499— 292目）でおこなう技術管理講習会修了者（石油機器巧術管理±) 
など〕のいる店、当社支店•営業所などに点検依頼されることをおすずめします。 


曰常の点検 • 手入れ 


-お願い-- 

★点検.手入れをするときは、必ずス I ブを消乂し、電源プラグをコンセント 
から抜いて、本体温度び充分下がってか5おこなってください。やけどや感雷 
をするおそれびあります。 

★部品に触れるとさや、内部を掃除するとさは、手をケガしないように、手袋を 
はめておこなって < ださい。 

★本体をベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 


•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、 
燃えやすい物を置かないようにしてく 
ださい。 



•ス I -ーブについたほこりや';ちれは、掃 
除機で吸い取ったり固くしぼった濡れ 
雑巾などでふさ取って<ださい。 

巧れたままのご使用は危険のをとです 
し、ス I -- ブのいたみを早めます。 


J 由漏た、油のたまり、油のにじみ 

•万一油漏れによって油のたまり、油に 
じみび生じているとさは、消乂操作を 
し、原因をたしかめ防漏処置をし、油 
漏れびなくなつたことを確認してから 
点乂操作をしてください。 



V® J ロロ金の弁部な 


どに、ごみびは 
さまっている場 
合びありますの 
で取り除いてく 
ださい。 













遇間に 1 回な上 


給気フ ィルターの 掃除 


本体背面にある給気フィルターにごみやほこりび目づまりしますと、燃焼用の 
空気量び減って不完全燃焼の原因になります。 

給気フィルターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 

お願い 


★巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

巧れび取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 

★取りはずしたとさは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取り外したままでご使用されますと、異常燃焼の原因になります。） 



フアンフイルターの 掃除 



本体背面にあるファンフィルターにごみやほこりび目づ 
まりしますと、温風用空気量び減って過熱防止装置びは 
たらいて消乂します。 

ファンび停止していることを確認してからファンフィル 
ターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取つ 
て < ださい。 



ファンフィルターのミちれびひどい場合は、ファンフィルターの止めねじ （2 本）を 
はずし、フアンフィルターの中央を変形しないように軽く引っぱって、はずして、 
掃除をして < ださい。 




_お原戸し、- 

★はずしたフアンフィルターは、必ず元どおりに組付けてください。けびをします。 

★ファンフィルターの掃除をしてち燃焼び停止するよラであれば、27ページに記 

ちおこなって < ださい。 


載してある巧流用フアンの掃除 


点検•手入れ•アフタ—サ—ビス 


造 

















点検 • 手入れ 



回な上 


ルーバーの掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 


•ルーパ'-び巧れたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機や、固くしぼった 
めれ雑巾などでふさ取って < ださい。 


-の原臭し、- 

★このとさ必ずストーブを消乂し、ルーバーび冷えてからおこなってください。 
やけどをするおそれびあります。 



_油受 けの掃除 

•油受けに水やごみびたまると、油タンクに灯油びある 
のに、「給油ランプ」び「点滅」して消乂することびあ 
ります。 

• 「油タンク」を取り出してから、 r 油受け」を傾けない 
ように取り出し、たまった水やごみを取り出してくだ 
さい。 

-お願い- 

★油受けは、水で洗わないでください。必ず好油で洗ってください。 


_巧 震自動消乂装置 一 

•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消乂するか点検してください。 
•自動的に消乂しますと、「デジタル表示部」に臣];[1]を表示します。 



を^ 




巧流用ファンの掃除（必ず手袋をは めておこなってください 。)_ 

• 対流用ファンにごみやほこりび多量に付着しますと、温風用空気量び減って過 
熱防止装置びはたらいて消乂します。 

対流用ファンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取り除いてください。 
★ストーブの電源プラグを、コンセントから必ずまちいてから掃除してください。 

( J ) 2己ぺージ I ファ ンラィ—ルタ ーの掃蹄 を参照してファンフィルターをはずしてください。 

( g ) 巧流用ファンに付着したごみやほこりを電気掃除機 の 

で吸い取ってください。 

また、見える箇所だけでよろしいですから本体内部 J 

のほこりを取り除いてください。 V 


硬 元どおりに組み立ててください< 



油タンク、油受けざ5の掃除 


油タンクと油受けを取り出 
し、市販の給油ポンプ等で 
油タンクや油受けざら内の 
水やごみを取り除いてくだ 
さい。 




油受けざら 


電源プラグ、コンセント 

電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまる 
と乂災の原因になることびあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほ 
こりや巧れを取り除いて < ださい。 



電源プラグ 


1シーズンに1〜2回な上 J 


点検•手入れ.アフタ—サ—ビス 


ぶ 







故障.異常の見分けかたと処置のしかた 

異常のお知5せ（デジタル表示の頁か rc ) 


安全装置び作動すると、自動消乂します。また、デジタル表示部に故障.異常の 
原因び表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、 
お買い求めの販売店へご連絡ください。 


デジタル 

表示 


F 键 !] 

T- i 

い 

て•ろ 


•ら 


[• 


•呂 


C r or 


パ’一表示点威 


か r 

全消な 


点な（点滅）の意味 


過熱防止装置び作動しました。 


停電消义後電源び入りました< 


• ルームサーミスタび断線しました。 

• パーナーが予熱不足です。 — 

• ノ (ーナーサーミスタが断線しました。 

• 点义ヒーターが断線し ました。 

• 消乂後ずぐに再,さ乂操作しました。 

• 点义安全装置び作動しました。 

• 地震により消火しました。 

•本体を傾けたり、強い振動、衝撃びちえ！5 
れ消义しました。 


不完全燃焼防止装置び作動しました; 


室温が33でむ上になりました C 


燃焼用ブ□アモーターび停止しました< 


点义ま全装置び作動しました。 


• チャイルド□ック中に運転スイッチを「入」 
_ I こしましに。 __ 

• タイマー点乂時刻び設定されていません。 

} 奥気ランづ 

• す完全燃焼防止装置が作動しました。 

給油ランプ 

•油切れで消义しました。 

タイマーランプ 

• タイマー運転び終了しました。 

• 消し忘れ消火装置にて消义しました。 

• 省電力機能び作動しました。 

(1 己べージ参照） 


処置方法 


しばらく待ってか!5再点义操作をしてください。 
ファンフイルター、ルーパ’一、巧流用ファンの 
掃除をしてください。 （2 己、2日、27ぺージ参照） 
ストーブの周囲の障害物を取り除いてください。 

運輯スイッチを一度「切」にしてか5現在時刻. 
タイマー点火時刻-室温設定をしてください。 
電源ブラグなど電源をご確認ください。 
電気系統の故障です。お買い巧めの販売店ま 
で「デジタル表示 J などをご連絡ください。 


修理が必要でず。お買いボめの販売店または 
別紙のお客様相談窓口一覧まで、「デジタル 
表示」などをご連絡ください。 


しば5 く!寺ってか5再点火操作をしてくださし、。 
お買いホめの販売店または別紙のお客様相談 
窓口一覧まで、「デジタル表示」などをご連 
絡ください。 _ ^ _ 

ストーブび傾いていないか確認してか!5、再 
点乂操作をしてください。 

給気フィルター、油黄けの掃除をしてくださ 
い。 （2 已、吕6ぺージ参照） 

修理び必要です。お買いボめの販売店または 
別紙のお客様相談窓□一覧まで、「デジタル 
表示」などをご連絡< ださし、。 

ストーブの周囲の障害物を取り除いてくださ 
い。 

電気系統の故障でず。お買い求めの販売店ま 
たは別紙のお客様相談窓口一賀まで、「デジ 
タル表示」などをご連絡ください。 

給気フィルター、油夏けの掃除をしてくださ 
い。 （2 已、26ぺージ参照） 

修理び必要でず。お買い巧めの販売店または 
別紙のお客様相談窓口一覧まで、「デジタル 
表示」などをご連絡ください。 

運車言スイッチを「切 _ r にして、チヤイルド己 ■ 
ックを解除してください。に2ぺージ参照） 

運乾スイッチを「切」にして、タイマー点欠~ 
時刻を設定してくださし、。 （ 1曰ぺージ参照） 

窓やドアを開けて充分に部屋の換気をおこな 
ってから再点火操作をしてください。 

な油を給油してか5再点义操作をしてくださ 
い。 

再点义操作をしてください。 


再点火操作をしてください。 

操作部のいずれかのボタンを}甲してくださ 
し、。 


8 








* 表中のと表示は、「デジタル表示」（エラー表示）を示します。 




故障かなと思ったとさに 
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処置方法 

電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでな 
い 

〇 









\ 


〇 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込む 

停電した 

〇 








〇 



〇 

停電復帰後、再点乂操 
作をずる 

巧震自動消乂装置が 
作動した 









〇 

£-5 




再点乂操作をずる 

油受けに水が入った 


〇 




〇 



〇 




油タンクと油受け内の 
水を取り除く 

油受けざ 5 に水び入 
っている 






_ 



〇 




市販の給油ポンプで水混 
入のな油をすっかり巧く 

給気フィルターの目 
づまり 



〇 


〇 



〇 

〇 

ら-ら 




フィルターを掃除ずる 

油タンクにな油がな 
い 


〇 




〇 



〇 




な油を入れる 

な油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 








〇 


〇 



こぼれた灼■油をされい 
にふをとる 

換気不良 







〇 


〇 




部屋の充分な換気をず 
る 

な油の質び悪い、変質 
な油、ミちれた油や、ポ 
リ容器で1年間もちこ 
したな油などを使った 



〇 

〇 

〇 



〇 



〇 


不良な油を良質の灯油 
に入れかえる 
販売店にご相談くださ 
い 

省電力機能び作動し 
ました 












〇 

操作部のいずれかのボ 
; タンを押してください 
(1 己ぺージ参照） 

給油□口金が間違っ 
ている 

S _ 






〇 







正しい給油ロロ金を取 
付けてください 
(12 ぺージ参照） 


点検•手入れ.アフタ—ヴ—ビス 




部 品交換に ついて _ 

• 部品交換や修理をお受けになる場合は、日本石油燃焼機器保守協会でおこなう 
技術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されるこ 
とを推奨します。 

★不完全な修理は危険です。. 

★故障したちのは使わないでください。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんび、燃焼リング、ク□スマット、点火 
ヒーターなどの交換部品び必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談 
ください。 

★部品は必ず純正部品（指定された部品）をご使用ください。 

★部品を交換するとさは、ストーブを消乂し、本体び充分冷えてから、電源プラ 
グをコンセントから抜いておこなってください。 


保管のしかた (長期間使用しないとを) 


★ストーブを保管する場合は、24ぺージ 点検•手入れの 項を参照して、スト 
ブの手入れをしてから保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管してください。 


1ス I -ーブを消乂し、ストーブび巧分冷えてか!5、電源プラグをコンセントか 
5抜く。 

2 給気フイルタ—、フアンフイルター、ルーパ‘一、電源プラグに付着したほこ 
りやミちれを電気掃除機や固くしぼった濡れ雑巾などで取り除く。 

3 油タンク、油受けざ5内のな油、ごみ、水気を取り出す。 

• 鐘や巧あさの原因になります。 

4 器具の表面をよく拭いて、巧れを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で';ちれを取り、乾いた布で水気をふさ 
取ってください。（シンナ ー 、ベンジン等ではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管する。 

• 口金開閉具は、紛失しないように、本体背面にある□金 
開閉具取付巧に引っ掛けて保管しておくと便利です。 

• 湿気の少ない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けされな 
かったな油び漏れることびあります。 

★取扱説明書-保証書ち必ず保管して<ださい。 


口金開閉具取付穴 





口金開閉具 





暖房出力 


点乂 方式 

使 用 燃 料 

最 大 

燃料消費量-^ 

暖房出力|-^—^ 

油タンク容量 
篮焼 継続時間 
外 お 寸 法 

陆 

貿_を 

電源 電圧及び周波数 
定 格 

m _雪 電 力 

騒音値 （正 面） 
電流ヒューズ 

ま 全 装置 

附属 品 


LC - E 30 

ポット式-強制通気お-強制巧流お _ 

_ 電気点乂 _ 

_な油叫51号） _ 

_0.313 L/h 

_ 0.070 L/h — 

3.0 kW に己 80 kcal / h ) _ 

0.674 kW (580 kca ン h ) 

已し 

_兰時間(最大燃焼時）_ _ 

高さ43日 mm 幅40己 mm 奥行29已 mm (置台を含む） 

__9.已 kg _ 

_ 100 V • 己 0/60 HZ 

点乂時320 /320 W 燃焼時2目/ 24 W 

最 大9已0/9已 OW (点乂初期に短時間発生)_ 

_ 最大燃焼時 37 d 巨 最小燃焼 時21 dB _ 

4 A 

~巧 震自動 消 乂装置、点乂安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置 

停電安全装置、不完 全燃焼防止装置、消]^忘れ消み装！_ 

口金開閱具 （1 個） 


■配線図 


トランス 

電源- □) 黒 

点义ヒーターに 二 r 黒 




青 

黒 



緑 



ホ 

黒 

□ 

緑 

黒 

ン 

青 









ア フターヴー ビス_ 

___保証について 

•添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記 
載内容をご確認のラえ保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

• 保証書の記載内容によりお買い求めの販売店び修理いたします。その他の詳細 
は保証書をご覧ください。 

•保証期間び過ざてからの修理については、お買い求めの販売店にご相談くださ 
し、お客様の希望により有料修理いたします。 



★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後6年です。 
• 性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


__ まち居さ れる場合 _ 

このフアンヒーターは電源周波数己日、目 OHz とも同一仕様です。 



★電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけますび、高地 
への転居、高地からの転居は再調整び必要ですので別紙の 
r お客様相談窓 □—賣 1 までご相談ください。 



故障‘破損したら使用しないでください。不完全な修理や改造は、 
感電や乂災の原因になります。 


下記の事項をご連絡ください。 

① 型式 LC-E30 

② 故障の状況、デジタル表示の內容 

③ お買上げ年月日 

④ おなまえ、おところ、電話番号 

製品についてのお問い台わせ先 

製品の使いかたびわからない場合や、おこまりになった場合は別紙の 
皮 客 壁 相談窓口 こ罰までお問い合わせください。 


故障-修理の際の連絡先 

アフターサービスについてわか5ない 
場合は、お買い求めの販売店、または、 

もよりの厘覇 HIM 白一！](別紙 
参照）までお問い合わせ < ださい。 


•を^ 












トヨストーブ石油フアンヒーター LC - E 30 取扱説明書 


愛情点検 

•石油フアンヒーターの補修用性 
★長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を./ 能部品の保有期間は、製造巧ち 

切り後 6 年です。 

つ 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

•油もれする。 

•点乂時に白煙がでる。 

•強いニオイがずる。 

•がび異常に難い。 

•予熱時間が異常になびい。 
•運転中異常な音がずる。 

• その他の異常*故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のた 
め、コンセントか！ 5電 
源プラグを抜いて、必 
ず販売店に点横•修理 
をご依頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

LC - E 30 

_ _ _ _J 

お買上げ年月日 

1 

年月曰^ 

お買上げ店名 

V 

(電話番号） （ ） 一 

_ / 


本 


社 


株式会社 K 3 Ks 

名古屋市瑞穂区桃園町5番17号 
干 467-085 日 TEL 〈052〉 822-1 144 
FAX の已2〉 822-2742 





田が记己审100%|1性巧だ阳用してい汪， 


株ぶ会社トヨトミは快適踢巧の一聞としてこの取の説明削ま再を紙を使用していまず。 


S ぶ 










